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「一人一人が輝く学校のために」 

     

「魅力」ある授業   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

ファイル名 

実施日 口座番号（講座名）まとめ 

コラボ研修の場合は列記 

 
Exp.   R2.5.15_21001（授業づくり研修①）まとめ.pptx 

☆めあてを明確にする 

☆学び合いの時間の確保  

★ 

 講師 中尾 繁樹 氏（関西国際大学 教授） 

令和２年８月１８日（火）     

 協議に代替して議論をさせる 

・教師の一方的講義ではなく生徒同士の対話を 

 入れる 

伝統的授業で目的が達成されない場合の対処 
教師主導型の否定➡アクティブ・ラーニング的    

         対話を導入することで改善 

・練り上げ過程をワークシートによるグループ 

 協議に代替して議論をさせる 

・教師の一方的講義ではなく生徒同士の対話を 

 入れる 

「徹底」による基礎学力の習熟 

☆  

★ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◇授業改善の実践事例から学ぶ 
～全国学力調査の結果から見える 

    学力上位県と停滞県の特徴～ 

・低学力に危機感 

・他県を視察 

・授業改革に加えて学校経営改革  

・改革を推進するリーダーシップの存在 

・意識改革に焦点  

・学校経営改革の手段は校長面談と 

 ＰＤＣＡ 

■上昇県に共通すること 

・言い訳が多い  

・学力観が多元的  

・やっていることのみの主張で成果に言及せず  

・マネジメントの非効率  

・内に籠っている 

■学力停滞県に共通すること 

・小中学校ともに低下傾向  

・算数の授業が好き・よく分かる➡平均以下  

・導入に時間がかかり過ぎて適用題・振り返 

 りが不十分  

・教員が一方的に「めあて」や「まとめ」を 

 提示  

・「めあて」が抽象的で学習の見通しが持て 

 ない 

・「めあて」と「まとめ」が正対してない 

■本県の課題 危機感不足！ 

研修で 

 学校が 

  変わる 

 ①  子どもが示す問題は、家庭と学校と社会という器の中で継続的 

    に起こる  

 ②  「困った子」ではなく「困っている子」であり、子どもの発達 

        を支援するのが「親」「教師」「医師」らの役割 

 ③ 家庭・学校の成育歴を理解・想像し、二次的な要因を解くヒン 

        トを探る 

まとめ    
特別支援教育ステップアップ研修②    
特別支援教育支援員研修②（選択B）    

学校司書研修（選択B）   

     県立福祉人材研修センター 

【特別支援教育主任】 

  ○自校の個別の指導計画は視点が少なく、偏ったものであることがわかった。多様な視点をもってアセスメントす 

   ることの大切さを学んだ。早速自校の個別の指導計画を見直したい。 

 
  ○私がやりたいと思ったことは以下の３点。①支援の必要な児童一人一人に対して見取りを丁寧に。②指導がひき 

   つけられる活動を工夫する。③感覚だけでなく数値で評価して客観的な記録を取り、次につなげる。 

   一番心に残ったのは「通常学級の中で“自立活動”の視点を持って授業をする」という言葉だった。通常学級担任 

   にも伝えて工夫の仕方を共有できるようにしたい。 

 
  ○これから個別の指導計画の評価と次の短期目標の設定をするので、講義内容を活かしたい。実態把握は指導いた 

   だいたと点でやり直しが必要だ。 

 
    

 

【研修のねらい】■個別の指導計画の作成について理解を深め、個に応じた指導・支援の充実を図る。 

個別の指導計画作成においての子どもをみる視点 

①児童生徒の発達上の視点をベースにした 

 「何ができるようになったか」という成 

 果を明確にする「Ｏｕｔｃｏｍｅ」評価 

② 個別の指導計画に挙げられた「目標設定 

 と指導内容の適切さ」という指導者側の 

 計画の妥当性を評価する「Ｐｌａｎ評価」 

自 立 活 動 の 評 価 

○この研修を通して、子どもを様々な視点からしっかり見ることの大切さを改めて感じた。私が児童とのかかわりを
持つのは図書館の中がほとんどだが、これからは図書館の中以外でも教育現場で働く一因としてしっかり子どもたち
一人一人と向き合い、理解を深めていきたい。また、図書館の中で見られた問題行動等についても、その場しのぎの
対応ではなく、担任や特別支援教育支援員の先生方とも情報を共有し、同じ方向を向いて指導にあたっていきたい。
司書 

○自校の個別の指導計画は視点が少なく、偏ったものであることがわかった。多様な視点をもってアセスメントする
ことの大切さを学んだ。早速自校の個別の指導計画を見直します。 

○子どもたちがどこで困っているのか、その実態把握だけでなく背景にあるものを見つけ個別の指導計画に取り入れ
て活かすことが大切だということがよくわかった。たとえば、ただ「細かいところが気になる」というのではなく、
「よく気がつく」とプラスの表現でとらえて認めるなど、対応を変えることができると実感した。支援員として、担
任を含め多くの先生方と連携を取って対応していきたい。支援員 

○私がやりたいと思ったことは以下の３点。①支援の必要な児童一人一人に対して見取りを丁寧に。②指導がひきつ
けられる活動を工夫する。③感覚だけでなく数値で評価して客観的な記録を取り、次につなげる。一番心に残ったの
は「通常学級の中で“自立活動”の視点を持って授業をする」という言葉だった。通常学級担任にも伝えて工夫の仕方
を共有できるようにしたい。 

○指導しても聞いてくれないことが多くイライラすることがあった。講演をお聞きし、今までの指導は児童にあった
指導になっていなかったということを痛感した。工夫していきたい。支援員 

○これから個別の指導計画の評価と次の短期目標の設定をするので、講義内容を活かしたい。特に、実態把握は指導
いただいたと点でやり直しが必要だと感じた。 

○個別の指導計画作成の際には、「その子をマイナス部分を見るのではなく、プラスの視点から見ること」、「困っ
た子ではなく、困っている子であり、何に困っているか背景を探ること」、「成育歴や家族等の背景を探ること」が
大切であると感じた。また、評価も「out come評価」と「plan評価」の両方向からしていかなければならないことが
わかった。これをぜひ校内の先生方に広めていけたらと思う。 

○図書館で支援の必要な子供たちに本の貸し出しをする以外にも、進んで担任の先生方に様子を聞いたり、図書館で
の様子を伝えたりしたい。その中で、どのような支援が一番良いのか探っていきたい。学習においても個別対応を
しっかりしていきたい。司書  

 

 

実態把握ができて、初めて授業が成立する 

【学校司書】 

  ○この研修を通して、子どもを様々な視点からしっかり見ることの大切さを改めて感じた。私が児童とのかかわり 

   を持つのは図書館の中がほとんどだが、これからは図書館の中以外でも教育現場で働く一員としてしっかり子ど 

   もたち一人一人と向き合い、理解を深めていきたい。また、図書館の中で見られた問題行動等についても、その 

   場しのぎの対応ではなく、担任や特別支援教育支援員の先生方とも情報を共有し同じ方向を向いて指導にあたっ 

   ていきたい。 

   

  ○図書館で支援の必要な子供たちに本の貸し出しをする以外にも、進んで担任の先生方に様子を聞いたり、図書館 

   での様子を伝えたりしたい。その中で、どのような支援が一番良いのか探っていきたい。 

   学習においても個別対応をしっかりしていきたい。  

 

 【特別支援教育支援員】 

  ○子どもたちがどこで困っているのか、その実態把握だけでなく背景にあるものを見つけ個別の指導計画に取り入 

   れて活かすことが大切だということがよくわかった。たとえば、ただ「細かいところが気になる」というのでは 

   なく、「よく気がつく」とプラスの表現でとらえて認めるなど、対応を変えることができると実感した。支援員 

   として、担任を含め多くの先生方と連携を取って対応していきたい。 

 
  ○指導しても聞いてくれないことが多くイライラすることがあった。講演をお聞きし、今までの指導は児童にあっ 

   た指導になっていなかったということを痛感した。工夫していきたい。  

 


